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This study was attempted to explore the emotional image of utimen in healthy students and patients

suffering various types of disease. Image of time was measured by the Semantic Differential Method･ A

questionnaire consisted of 20 adjective scales was conducted on 421 patients with various types of disease such

as neuromuscular, respiratory, circulatory, neurotic and psychosomatic disease and 437 healthy students

(college and senior bigbscbool
students) as a control group. Healthy group was devided into 4 subgroups

:

male and female college students, and male and
female senior bighschool students. Patient group was also

devided into 5 subgroups according to the type of disease.

Results were as follows : (1) As a result of factor analysis based on the healthy group's data, 4 factors were

extracted. These were named as 1 ) evaluation, 2 ) moodt 3 ) time perspective and 4 ) certainty, respectively.

These were similar to those extracted in our previous study. And these factors were classified
by two

components as a result of principal analysis based on the factor scores･ These components were impatient

emotion experienced in living with so little time and clocklike exactitude associated with time concept･ (2)

Image profiles based on the mean score of each adjective scale in college students had little difference from

those in senior highschool students. This finding seemed to renect that the image of time was already formed

in prior to their senior higbschool days. (3)Time image showed generally short, quick, scarce, cold, continuous,

eternal, large, abstract and certain in healthy group. (4) Image profile of time in healthy proup was similar

in comparison with it i-- patient group. However, rating scores in bealtby group showed inclination to the less,

more continuous and more abstract tendencies in comparing with those in patients. These tendencies seemed

to reflect that time was felt more necessary to play an active part in daily life for healthy group･ (5) Image

profiles showed little difference among each of subgroups in patients･ However, rating scores in serious

patients suffering Duchenne typeprogressive muscular dystrop.hy
showed generally neutral foralmost all

scales. These tendencies seemed to be apathetic attitude to adjust their hopeless situation as we have already

pointed out in previous study.

同 居

｢時間｣にほ,事物･事象を秩序づける基本的概念とし

て存在時間として包括されるような時計的時間と,生活

経験を通して意識される時間(体験時間などとも呼ばれ

る)とがあろう｡心理学はどちらの時間ともかかわりを

持っているが,本研究で救う時間は意識時間に関するも

のである｡時間の概念についての研究は青からあるが,

特にその順序性と持続性が取り上げられることが多い｡

9

しかし,時間にほこのような伝統的に知られている属性

の外に心理的属性ともいうべき時間と行動とのかかわり

から生まれた独特の時間のイメージもあろう.本研究で

は生活経験上の時間の"意味",殊にその情緒的側面につ

いての田子的構造を明らかにすることが目的である｡

ところで,時間の観念については前述のように順序性

と持続性を中心に,その獲得過程とか規定要因の分析あ

るいは量的見積もりなどについての検討が多くなされて

きた(例えばPiaget, ∫.,1946 [Gruber, H, E. & Vone･

che,J.J.,1977による] ;Fraisse,P.1957など).そのう
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ち, ｢時間｣の概念の獲得についてもいくつかの研究記述

がある(Piaget,∫., 1946 ; Fraisse, P., 1957)｡また,時

間概念そのものではないが,幼児の時間的展望について

もこれまでいくつかの報告がなされている｡これまでの

諸説を線合すると,要するに｢時間｣概念ほ個体発生の

初期から子供の中に在るものではなく,生活行動の繰

り返しの中で覚えた時間的前後･時間的連続性の習慣化

により獲得され,次第に具体的活動と離れた事象につい

ても論理的操作が可能となって獲得される概念と思われ

る｡多くほ学校教育の中で組織的に教育される小学校低

学年の頃に獲得されるとするのが定説のようである｡し

かし,学校で習得する多くは｢時計の時間｣であり,時

計の針の読み方や時計的時間の前後の量的関係などにつ

いての指導が中心であり, ｢時間とは何か｣の類いの問題

ではない｡まして時間的経験にまつわる情緒的問題では

ない｡このような小学校低学年における時間概念の習得

についても,恐らく近年ではもっと早い時期に,例えば

保育園や幼稚園にでも通うようになれば,あるいはもっ

と早い時期に生活習慣の繰り返しや,好きなテレビ番組

の放送日や時間帯について大雑把ではあってもおおよそ

の時間的順序関係などは知っているように思われる｡

ところで,本論文では時間とは何かという厄介な形而

上学的問題を直接的に論議することが狙いではない｡そ

の課題に代えて,時間は人々にどのようなものとして捉

えられているかを心理学的に,即ち,時間的経験の豊富

な成人もしくは青年期の人々を対象として彼らの行動的

な意味との関連で時間の情緒的な意味を明らかにするこ

とを主目的としている｡ ｢時間｣はわれわれにとって極め

て卑近な日常的な概念であるが,同時に事物の存在を規

定したり,変化の過程を問題にするようなあらゆる学問

的分野において時間は問題にされる｡物理学･生物学･

哲学･心理学など多様な分野の時間を存在そのものの空

間的位置変化に基づいて考える｢存在時間｣と意識の流

れに根源をおいた｢意識時間｣とに大別にして,それぞ

れの.｢時間｣の特徴や両者の関係を論考する試みもある

(伊東, 1980)｡心理学が扱う時間を伊東ほ,存在時間の

範噴に入れているが,恐らく心理現象の成立と変化が物

理学における物理現象のそれらと同様,時間変数上の過

程として記述されることが多いことによると思われる｡

しかしながら,心理学が扱う時間はこの種のいわば心

理事象の存在を規定するような時間はかりではなく,い

わゆる｢心理的時間｣と呼ばれるような経過時間に対す

る心理的印象,いわば長い･短い･速い･遅いなどの時

間感(時間の感じ)あるいほ時間観(時間に対する価値

的態度傾向)ともいうべきものも対象であり,それはま

さしく意識時間の範時の時間であろう｡そのような時間

経過の意識ほ個人の時間経験として語られる(滝浦,

1975 ; 1976)のが普通である｡即ち,事象の生起や変化,

あるいは自分自身の行動の持続や変化に伴う時間を意識

する際には,人はしはしば生活経験の意味を投影するこ

とが普通である｡意味とは,ここでは解釈傾向として捉

えようとするものであり,経験の意味として時間は時間

そのものとしていうよりも,時間が何か別のものに値し

たり,機能したりすることを表していると解している｡

従って,時間の意識は経験の意味として解釈し,それは

まさに個人の経験の産物であるといってよいであろう｡

それはまた生活経験の違いによる時間の意味の違いの存

在を示唆しているといってよいであろう｡例えば,…もう''

と ーまだ"との微妙な時間的ニュアンスの違いは時間を

意識せざるをえない老と,しなくてもよい者との違いと

いってよいであろう｡

本研究はこれまで進めてきた｢時間｣の情緒的意味に

関する分析的研究(甲村, 1985, 1986)の一環として,

健常者のみならず各種難治性疾患者(主に小児性)の｢時

間｣の情緒的意味についてS D法(Semantic Differen-

tialMetbod)を用いて比較検討を行うことを目的として

いる｡なお,ここではこれまでと同様,意味を言葉(め

るいは記号)とイメージ(あるいは概念的内容)との結

合として捉え,情緒的イメージとしての時間を問題にす

る｡健常群と各種疾患者群との時間イメージの比較によ

り,あるいは難治性疾患間の相互比較により,行動的制

約のない老と行動遂行に著しい-ンディ･キャップを

負った者,および同じ難治性であっても患者に与える苦

痛と予後の良否など疾病の種類による違いなどに基づく

｢時間｣観や時間的行動についての差異の有無について

吟味してみようとするものである｡これにより人の置か

れた心理的状況の違いに伴う時間観や時間的行動傾向の

形成についての知見を待ようとするものである｡

調査の概辛

目 的

先の｢時間｣イメージに関する調査(甲村, 1985, 1986)

結果を参考にして選定された比較的少数の形容語対によ

るSD評定用紙を用いて, ｢時間｣概念の情緒的意味につ

いて健常群(男女大学生･高校生), Duchenne型進行性

筋ジストロフィー･非Duchenne型厳ジストロフィー,

慢性腎臓疾患,小児嘱息,心臓･肺疾患などの身体疾患,

さらに神経症･心身症(登校拒否を含む)などである｡

方 法

S D評定形容帯対の選定: SD評定形容語対としては

図1に示す20形容語対を用いる｡この20の形容語対のう

ち, 17形容語対は先の42形容語対を用いた｢時間｣イメー
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｢時間｣概念の情緒的意味に関する調査

この調査ほ, ｢時間｣という言葉について,皆さんがどんなイメージをおも

ちになっているかを調べるものです. ｢時間｣という言葉から感じる印象や,

｢時間｣のイメージについて,以下の20の形容詞対のすべてについてその程

度を答えて下さいo答えほ該当する数字に○をつけて示して下さい｡

名古屋工業大学 心理学研究室

非 か や

常 な

1.気になる

2.新しい

4.大きい

5.多い

6.長い

7.快い

8.広い

9.確実な -･-･-

10.速い --･-･

ll.変わらない--･

12.具体的な･･･-

13.ふくらんだ --

14.暖かい･-･-･･-

15.永遠の -･--=

16.持続的な(たえ
まない) =----･

17.清らかな -･

18.絶対的な(他と
関係ない)

19.帝極的な･･--･･

20.よい

に り や

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

ど や

ち

ら
で

ち
な
い や

4 5

4 5

4 5

4 5

4 5

4 5

4 5

4 5

4 5

4 5

4 5

4 5

か 非

な 常

り に

6 7

6 7

6 7

6 7

6 7

6 7

6 7

6 7

6 7

6 7

6 7

6 7

1 2 3 4 5 6 7

1 2 3 4 5 6 7

1 2 3 4 5 6 7

1 2 3 4 5 6 7

1 2 3 4 5 6 7

1 2 3 4 5 6 7

1 2 3 4 5 6 7

1 2 3 4 5 6 7

気にならない

古い

ゆるやかな

小さい

少ない

短い

不快な

狭い

不確かな

遅い

変わりやすい

抽象的な(とらえど
ころのない)

ちぢんだ

冷たい

Qまかない

断続的な(切れたり
続いたり)

にごった

相対的な(他と関係あ
る)

消極的な

悪い

* ｢時間｣という言葉のイメージを答えるとき,あなたは何を思い浮かべま

したか｡思い浮かべた具体的な物や事柄などをすべて書いて下さい.

*調査年月日: 昭和 年 月 日

*学校名( )大学･高校･中学校 ( )年在学

性 別:男･女 年令: ( 才)

*氏 名: ( )

** ご協力ありがとうございました｡

図1用いたSD評定紙

ジ調査において認められたSD評定の偏向が著しかった

もの,および因子分析の結果で因子負荷量が高かったも

のであり,これらに(具体的な一拍象的な(とらえどこ

ろのない)),(持続的な一断続的な(切れたり続いたり)),

く絶対的な(他と関係ない)一相対的な(他と関係ある))

という｢時間｣のより存在規定的な側面を想像させると

思われる3形容語対を加えた.新規に加えた3形容語対

は,先の調査で"時計的時間"を想定した回答例が多かっ

たこと,および｢時間｣のSD評定に際しての具体的想

定事象として物事の変転や事象の流れを答えた老が多

かったことなどによる補充である｡

調査対象:表1に示す通りである｡

調査の実施方法:調査用紙を配布後, ｢時間｣という言

葉から受ける印象やイメージなどを用紙に記された20の

反対形容語対のそれぞれについて,その程度を評定して

表1調 査 対 象 者

ll

健常群 合計468人

大学生(1 ･

2年次在学生)平均18.76歳

男子110人 女子100人

高校生( 1年次在学生) 平均15.78歳

男子114人 女子144人

患者群 合計269人

Ducbenne型筋ジストロフィー(54人)

男子54人

(年 齢:13-35歳 平均19.OA歳

障害度:中等度･重度)

非Duchenne型ジストロフィーなど

(顔面肩甲上腕型･肢帯型･神経原性筋萎縮な

ど32人) 男子25人 女子 7人

(年 齢:14-70歳 平均32.91歳

障害度:軽度･中等度･重度)

嘱息(91人) 男子49人 女子42人

(年 齢:13-19歳 平均15.16歳

安静度:軽度･中等度)

腎臓病[(慢性腎不全･ネフローゼ･腎炎など)

･心臓病･結核など60人]
男子33人 女子27人

(年 齢:13-19歳 平均15.78歳

障害度二軽度･中等度･不明あり)

ノイローゼ･心身症など(ノイローゼ･心身症

(不登校)
･自律神経失調症など32人)

男子 8人 女子24人

(年 齢:13-19歳 平均15.63歳

障害度:中等度･不明あり)

欲しいといった教示を与えた後,健常者については各自

個別記入させる｡また患者群についても原則的には個別

記入であるが,肢体不自由老については代理記入(指導

員あるいは看護婦などによる聞き取り記入)である｡な

お,先の調査と同様,評定後には評定用祇末尾の空欄に

｢時間｣イメージを評定する際に想定した事象･事物を

記入させる｡本調査では特に時間制限は設けない｡

結果と考察

結果の処理:先の｢時間｣イメージに関する調査研究

におけると同様のデータ処理を行った｡即ち,各形容語対

別の平均SD評点･標準偏差(sd)などを大学生全体･

高校生全体,大学生男女別,高校生男女別,各種疾患者

別,患者群全体について算出する｡また, SD評定形容

語対の田子構造を明らかにするために健常群全体につい

て田子分析を試みる｡因子分析は20の形容語対の内部相

関行列から主因子解を求め,固有値1.00以上を基準に因

子数を定める｡それによって析出された因子について

varimaxrotationし最終国子解とする｡なお,これらの

計算処理には名古屋工業大学情報処理教育センターのS
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PSS統計パッケージ,および柳井･高木編著:多変量

解析-ソドブック･ソフト(現代数学社刊)などを利用

した｡

結果:

Ⅰ.健常群の全回答による20形容語対の因子分析結果

表2ほ健常群全体の468回答例による用いた20形容語

対の因子分析結果を示している｡前述の基準に照らして

varimax rotation後4国子が抽出された｡各因子に含ま

れる形容語対の関係,および先の調査の抽出田子の

namingを参考にして因子の解釈とnamingを試みた｡

第1因子:(長い一短い,速い一連い,多い-少ない,

急な-ゆるやかな)の形容語対が含まれ,因子負荷量の

符号から速さ･短さ･少なさが強調された量的側面の見

積もりを意味しており, ｢評価｣因子と名付ける｡

第2田子: (快い一不快な,暖かい-冷たい,よい-悪

い,ふくらんだ-縮んだ,広い一狭い,清らかな一にごっ

た)などの形容語対が含まれる｡現在的および将来的な

展望を含んだ,しかも国子負荷量の符号から抑制的な気

分的内容を意味する形容語対と思われることから｢気分｣

因子と名付ける｡

第3因子: (持続的な(たえまない)一断続的な(切

れたり続いたり),広い一狭い,永遠の-はかない,大き

い一小さい)が含まれる｡形容語対群の意味的関係から

時間的広がりを表すイメージを思わせる内容であり,｢時

間的展望｣国子と名付ける｡

第4国子: (具体的な一拍象的な(とらえどころのな

い),確実な一不確かな)の国子負荷量が高い｡時計的イ

表2 健常群SD評点に基づく因子分析結果

形容語対 因子1田子2因子3田子4共通性

気になる一気にならない
-0.09020.05300.1327-0.02380.0291

新しい-古い
-0.1335-0.2150-0.0207-0.05090.067l

急な-ゆるやかな
-0.38320.1995-0.08460.15030.2164

大きい-小さい
-0.0794-0.01740.4223-0.24890.246g

多い-少ない 0.4354-0.14140.18090.07100.2474

長い-短い 0.88250.00110.0527-0.00050.7816

快い-不快わ 0.0434-0.66550.01970.02910.4460

広い-狭い 0.1581-0.34260.5070-0.23760.4559

確実な-不確かな
-0.02670.05350.16040.49130.2707

速い-遅い -0.75760.01500.07570.01950.5803

変わらない一変わりやすい 0.06440.05460.21240.23530.1076

具体的な一拍象的な
-0.0085-0.0665-0.09940.60830.3843

ふくらんだ-ちぢんだ 0.0219-0.35040.3216-0.26130.2949

暖かい-冷たい 0.0617-0.52730.0400-0.16410.3104

永遠の-はかない 0.1032-0.14320.50290.13490.3023

想続的な-断続的な
-0.03870.00650.57020.09420.3355

清らかな一にごつた
-0.0490-0.32760.26330.15560.2032

絶対的な-相対的な -0.04670.11750.22930.22550.1195

積極的な-消極的な
-0.1368-0.1755-0.01560.19250.0868

よい-悪い -0.0265-0.51190.2265O.23650.3700

田子負荷量2乗和 1.79381.51531.43941.10755.8559

寄与率(%) 30.6325.8824.5818.91

累積寄与率(%) 30.6356.5181.09100.00

成分1

図2 健常群の4因子得点に基づく主成分負荷量

成分1 :情緒的時間成分 成分2 :時計的時間成分

メ-ジあるいは抽象的時間概念を思わせる内容かと思わ

れ, ｢確実性｣因子と名付ける｡

以上の如く,全回答例の国子分析によって4田子を抽

出したが,次には抽出された4田子の因子得点(factor

score)を用いて主成分分析を試み,便宜的に2成分を抽

出した｡結果は図2に示す如くである｡図からわかるよ

うに,第1国子と第4因子ほ成分2に含まれ,内容的に

｢時計的｣時間を表わす成分と思われる｡これらは2次

元平面に示すとほぼ対称的位置にあり,量的な時計的時

間成分(第1田子)と質的な時計的時間成分(第4因子)

に分かれるようである｡また,第2国子と第3田子は成

分1に含まれ,これは時間的行動に随伴する情緒的成分

と思われるが,これらもはぼ対称的な位置関係を成して

おり,一方が現在的情緒(第2国子)に対して,他方は

将来展望的情緒(第3因子)であると思われる｡このよ

うに,田子得点に基づく主成分分析の結果から比較的明

瞭に4因子の内容的関係を理解することができよう｡

ⅠⅠ.健常群の｢時間｣概念のSD評定プロフィールに

ついての大学･高校生比較,各群男･女比較

図3は男女大学生,男女高校生各群の平均SD評点に

基づく｢時間｣イメージ･プロフィールを示したもの

である｡なお,本国は先の全回答例に基づく因子分析に

よって抽出された4因子別に用いた形容語対を並べ替

え, 4因子に含まれない形容語対をその他の形容語対と

して加え比較表示している｡

これによれば, ｢時間｣のSD評定プロフィール全体的

傾向については大学生も高校生もかなり類似しているこ

とがわかる｡大学生･高校生間の年齢的差異は(永遠の
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図3 平均SD評点に基づく大学生男女･高校生男女の

｢時間｣イメージ･プロフィール

-はかない)についてのみ各群平均評点間に統計的有意

差(t-2.74>t.01-2.58; p<.01)が認められ, ｢時

間｣に対する大学生の(永遠の)とする評定傾向が高校

生のそれに比して顕著であった｡

ⅠⅠⅠ.諸疾患群別｢時間｣イメージ比較

図4はDuchenne型進行性競ジストロフィー(DM

D) ･非Duchenne型ジストロフィー(非DMD) ･嘱息･

腎･心肺･心身症と神経症などに分類された各種疾患別

1 2 3 4 5 6 7
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図4 平均SD評点に基づく各種疾患者群の｢時間｣イ

メージ･フロフィール

13

患者群の｢時間｣イメージ平均SD評点プロフィールを

示している｡これによれば,ほぼどの疾患群も似たよう

なイメージ･プロフィールを示していることがわかる.

ただ非DMD群のプロフィールが他群のそれといくらか

違いが見られ,例えば,他群に比して(少ない)とする

評定が著しい｡非DMD群の平均年齢が他群に比して高

いことで,年齢的･経験的差異による時間的不足を他群

よりも強く感じているのかもしれない｡また,非DMD

群は他疾患群に比して最も(気になる)傾向が著しいこ

とも同様の解釈ができるように思われる｡さらに,時間

的展望因子に属する非DMD群の(狭い)とする評定傾

向は他の疾患群に見られない傾向であり,前述の著しい

(少ない)とする評定と連動しているように思われる｡

ところで,これらの疾患群の中で一番重篤な状態にある

と思われるのがDMD群である｡ DMDと托ぼ年齢的に

対応する他の難治性小児疾患群の｢時間｣イメージを比

較してみると,ほとんどの形容語対についても類似の評

定値向を示しているといえる｡評定の偏向著しい形容語

としては(速い･気になる･持続的な･変わりやすい)

くらいであり,これらは他の疾患群でもほぼ同じ程度以

上には評定の偏向が見られるものであり,他群に比べて

総じて中性的評定を示すものが多く,感性的な評定態度

の少なさを窺わせるような傾向といえよう｡また,他群

に比して評定偏向の著しい形容語としては(抽象的な･

相対的な)くらいであり,これらは心身症や神経症群の

評定に似ているが,他の特に身体性の疾患群に比べて評

定の偏向にいくらかの差異があるといえそうである｡特

に, (抽象的な)とする傾向はDMDと神経症+心身症群

のみである｡記述された｢時間｣概念に関連する想定事

象･事物は他の疾患群と遜色はなく,理由は定かではな

いが,彼らの評定には時計的時間といった具体的時間だ

けではなく,時間の形而上的側面にもイメージが及んだ

のかもしれない｡

いずれにしても対象疾患群の各サンプル数も違い,漢

た病勢･予後などの違い,及びそれらの患者に与える心

身の影響の深刻度の違いなど比較要件として末続制要因

も多く,検討の多くは今後の展開に委ねざるを得ないで

あろう｡

Ⅳ.全健常群と全患者群による｢時間｣イメージの全

体的比較

全体的SD評定傾向には大学生･高校生間で,また男

女間でほとんど差異が見られなかったこともあり,そこ

でそれらを一括して健常群としてまとめ,とりあえず患

者群全体のイメージ傾向と比較し,両群の｢時間｣イメー

ジの全体的プロフィールの特徴的差異を素描してみるこ

とにする｡図5はそれを図示したものである｡

これによれは,基本的には両群の｢時間｣イメージ･
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国5 全健常者群と全患者群の｢時間｣イメージ.プロ

フィール比較

プロフィールはかなりよく似ているといえるが,評定の

量的差が統計的に認められる形容語対もいくらか見られ

た｡例えば,健常群の(少ない(t -3.25> t.01-2.58,

p<.01)･持続的な(t -4.85> t.01-2.58, p<.01) ･

抽象的な(t-5.79>t.01-2.58, p<.01))とする評

定傾向ほ患者群のそれを凌駕しており,健常群において

｢時間｣をより少ない･持続的な･抽象的なとする傾向

が著しいことが明らかとなった｡このような差異の由来

については今後の検討に委ねることでほあるが,健常群

における方がより日常的活動と関係した時計的時間のも

つ不足感･持続感が弓削､とともに,時間の概念としての

抽象性についても意識が及んでいる想定事象の範時の広

さを示唆しているようである｡

ところで,イメージ･プロフィールの類似的傾向から

健常群･患者群の共通的な時間イメージを素描してみる

と, ｢時間｣はかなり(気になる･持続的な)ものであり,

また, (大きい･短い･速い･少ない･抽象的な･永遠の)

といったイメージがあることがわかる｡これらのイメー

ジ用語群から推察すると｢時間｣は先の調査的研究(甲

村, 1985, 1986)で示されたと同様,不足感･持続感を

伴う行動制約的な要因としてのイメージが強いようであ

る.また,く短い･少ない)とする傾向が健常群において

著しいことから健常群では特に｢時間｣の不足感が著し

いことが窺え,日常活動に制約がなく自在の活動が出来

るからこそいっそう時間の不足･時間経過の速さが意識

されるものと思われる｡なお, SD評定後に記述させた

評定に際して想定した事象･事物についても健常群･患

者群とも｢時計｣とする記入例が圧倒的に多かったが,

この結果は先の調査結果と同じであった｡恐らく,本調

査で見られた｢時間｣の行動制約的イメージは,その｢時

計的時間｣と密接な関連があると思われ,それが(確実

な･永遠の･持続的な)方向への評定の偏向として認め

られた所以であると思われる｡なお,具体的記入例とし

ては時計が多かったことから, ｢時間｣イメージとしても

総じて時計的時間のイメージによる評定がなされたもの

と思われる｡しかし一方では,時間を特に健常群では患

者群に比してより抽象的とする評定傾向も認められ｢時

間｣の捉え所の無さは健常群の意識においてむしろ強い

こと,また,中位点からは僅かの評定偏向ではあるが,

大学生において｢時間｣を(相対的),高校生において(級

対的)と捉える反対の評定値向があることなど,年齢や

おかれた状況の違いなどによる｢時間｣イメージの差異

を示唆する結果も認められ, ｢時間｣の個別的意味の多様

性を示すこれらの結果は今後の展開との関連で興味深い

ものと思われる｡ただ, ｢時間｣を身近な時計的なものと

考え,それを基準にわれわれの行動を考えれば確かに

相対的であろうし,一方,抽象的概念としての時間に

重きをおけば,自分の存在とは別に全ての歴史的存在を

包み込み,全ての事象を貫いて流れる時間を想定するこ

とになろうし,それ故｢時間｣を絶対的と捉えたとも考

えられるように思われる｡

討 論

先の42反対形容語対を用いたS D法(Semantic Dif･

ferential Method)による｢時間｣イメージの調査結果

をもとに,用いる形容語対を20に絞り,それらを用いて

男女高校生･大学生の健常群, Ducbenne 型および非

Duchenne型磨ジストロフィー,嘱息,腎性,心･肺性

など各種身体疾患者および登校拒否など精神的症候を主

とした神経症･心身症などの難治性小児疾患群を対象に

｢時間｣の心理的イメージを調べてみた｡患者群はいず

れも中学生以上の年齢である.周知のように, ｢時間｣は

一方ではあらゆる存在を規定する基本的枠組みのような

ものとして捉えられるとともに,長さや速さなどの属性

を有した意識の流れのようなものとして理解もされてい

る.本調査研究は従来の経鹸的あるいは思弁的追求の産
物としての｢時間｣の意識的側面,特にそこに投影され

ているであろう人々の日常生活に起因した情緒的側面を

定量的に明らかにし, ｢時間｣のもつ多面的側面を分類･

整理することが研究の狙いである｡本研究の｢時間｣イ

メージについての調査では,健常群においてほ発達的･

性別的差異を検討するとともに,心身に甚だしい-ソ

ディキャップを抱えた患者群との比較も試み,置かれた

生活状況の違いによる｢時間｣のイメージに差異がある
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か否かをも検討した｡例えば,重篤な病状下にあること

を自ら知る筋ジストロフィー群にとってほ,"残された時

間ttを意識せざるを得ない状況かもしれない.あるいは

また, -ンディキャップが心的な面だけか身体的な面が

主かによっても恐らく｢時間｣の見方･感じ方が異なっ

ても不思議はあるまい｡臨床的応用に知見を生かす狙い

もあって,いささか大胆ではあったが疾患別｢時間｣イ

メージについても吟味してみた｡｢時間｣は時計的時間とし

て万物の変化や現象の生起を語る際に基本単位としてある

いは用語として用いざるを得ないが,一方で個人的経験

の意味がそれぞれに微妙に投影されて把捉されるもので

もある｡ "もう"と"まだ"との微妙な時間的把捉表現の

差は行動目標に対する動機や期待の個人差･状況差を示

唆するものである｡ ｢時間｣概念についてのSD評定がこ

れらを明確にするはど鋭敏な感性的尺度を提供してくれ

るとは思わないが,しかし個人的状況差の一端は語られ

る期待は持ちうるように思われる｡以下,結果の要約と

ともに総合的な考察を試みておきたい｡

1.大学生･高校生男女合計468人のS D評定資料に基

づく因子分析の結果, ｢評価｣ ｢気分｣ ｢時間的展望｣ ｢確

実性｣と名付けた4因子が抽出された｡抽出因子ほ42形

容語対を用いた先の調査研究(甲村, 1985, 1986)の結

果抽出された7因子群の中に含まれるものであり,抽出

された4因子の因子得点を基にさらに主成分分析を試み

た結果, 4因子は時計的な時間イメージ(評価因子と確

実性因子)成分と時間的行動に伴う情緒的時間イメージ

(気分因子と時間的展望因子)成分の2成分を抽出する

ことができた｡この結果, ｢時間｣の心理的イメージは時

計的時間尺度と時間的行動尺度の基本的2次元尺度で構

成することが可能である示唆を得た｡またこの結果は伊

東(1980)の存在時間･意識時間の分類にほぼ対応する

尺度であると思われる｡

2.健常群における全体的｢時間｣イメージ･プロ

フィールを見ると, ｢時間｣のイメージとしては評価的側

面において(短く･速く･少ない)ものと映じているよ

うであり,気分的側面ではく冷たい)方へのいくらかの

偏向が見られ,時間的展望の面でほ(持続的な･永遠の･

大きい)とするとする傾向が著しく見られる.さらに,

確実性の側面では(抽象的な･確実な)傾向もまた著し

いプロフィールの偏向を示している｡このうち性差が認

められたものは大学生･高校生ともに時間的展望の側面

であり,男子の(持続的な･永遠の)とするSD評定は

女子のそれらの評定段階を凌駕していた｡また高校生に

おいては評価因子に属する(少ない)とする優向のみが

女子の方が男子に比して著しく,それは男女大学生の評

定段階にほぼ一致する程度であった.さらに,僅かでは

あるが男子が｢時間｣を(相対的な)と捉え,女子が(絶

15

対的な)と捉えるといったような評定傾向の分岐の理由

ほ不明ではあるが,例えば自己と時間のかかわりを問題

にするときの性差のような存在を示唆しているようにも

思われる｡一方,大学生と高校生という年齢的差ははと

んどの形容語で認められず,年齢的には高校1年で既に

大学1 ･ 2年とはば同じような｢時間｣イメージが形成

されているといえるようである｡ただ,約550例に及ぶ高

校1年次の調査対象例において有効対象例が258例と極

端に減ってしまったことからわかるように,調査の意図

が理解されなかったり,全形容語対が同じ評定段階で

あったり,白紙であるなどの調査状況から推察して, ｢時

間｣のようなかなり抽象的概念についてSD法を適用す

る年齢的な限界がこの年齢付近にありそうである｡また,

評定傾向について年齢的差異よりも性的差異の方がやや

顕著であることほ,形容語対を用いた感性的評定課題に

おける女子の鋭敏性(感性的鋭敏性か評定段階における

応答鋭敏性かは不明であるが)を示唆するものと思われ

る｡しかしながら筆者の先の研究結果(甲村, 1985, 1986)

ほどには今回の簡略化されたS D評定用紙を用いた結果

では女子の男子を凌駕するような著しい評定傾向は見ら

れなかった｡

3.患者群と健常群のイメージ･プpフィールを比較

してみたが,総じてプロフィール傾向は類似し,一部の

形容語対にのみS D評定の量的差が認められた程度で

あった｡顕著な差異を示した形容語としては健常群にお

いて｢時間｣をより(少ない･持続的な･抽象的な)と

する傾向が見られた｡ (少ない･抽象的な〉の形容語につ

いてはいずれも患者群においては中性的評定段階(どち

らでもない)であり,健常群ほどには感性的偏向がない

と見るべきであろう｡しかし健常群のこれらの傾向は生

活行動上患者群以上に時間に追われていることは想像に

難くないが,具体的に何に起因しての評定傾向かは現段

階としては判然としない｡また, (持続的な)については

患者群でも"やや"程度の偏向は見られるが,健常群に

特に著しい傾向であった｡関連のありそうな(永遠の･

大きい)なども健常群においての評定が患者群のそれを

凌駕していることから,｢時間｣の自己存在とは離れた(価

人の意識の流れとは異なる)未来永却に向かって流れ続

けるものとでも思っているのかもしれない｡今後の研

究展開の中で自己存在感とのかかわりで｢時間｣を改め

て問うてみる必要があるように思われる｡

4.疾患別｢時間｣イメージ･プロフィールについて

も吟味してみた.サンプル数･年齢･性などの違いはも

とより病状の違いやはてほ予後の違いなどコントロール

すべき要件も多い｡これら未調整のままの単純比較では

あるが,どの疾病群とも｢時間｣のイメージ･プロフィー

ルの類似性は高い｡この中でSD評定の偏向著しい傾向
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は神経症･心身症群であった｡彼らが他の疾患群の評定

を凌駕した形容語を見ると(少ない･狭い･気になる)

などが挙げられる｡ (狭い)の解釈が容易でほないが,健

常群に似たプロフィールであり,また,いかにも身体的

活動制約の少なさ,退屈はしていない日常行動を窺わせ

る結果であるように思われる｡一方,各種疾患群の中で,

病状からみて恐らく最も重篤であると思われる進行性筋

ジストロフィー群についてはイメージ･プロフィールの

全体傾向に他群と大きく異なるところはなかったが,評

定段階を見ると他群に比して中性的傾向(どちらでもな

い)が目立つようである｡換言すればイメージ評定の鈍

い応答傾向を示すものであり,課題に対する無関心によ

るものか,もともと情緒的反応を示すことに抵抗がある

かのどちらかと思われる｡ただ,河野(1976)らの指摘

や筆者らのこれまでの研究(甲村ら, 1980, 1981)経緯

からすると進行性厳ジストロフィー群の情緒的応答性の

鈍さは一種の自我防衛的反応に基づく無感動(apathy)

の現れのようにも思われる｡いずれにしても比較要件の

等質性を勘案した上で,疾病間の｢時間｣イメージ比較

は改めて吟味する必要があろう｡

(付記) 各種小児疾患者の資料収集に際しては,蘇

鹿･中部･長良･三重･天竜･松江･西別府･東栃木な

どの国立療養所児童指導員の先生方のご協力を得まし

た｡記して感謝の意を表します｡
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